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順序 ６ 議員名  河内 大輔 （個人質問）（一問一答方式） 質問日（予定）  ９月１３日 

質問項目 質問要旨 

１ 子どもを何

不自由なく産

み育てること

ができる環境

の整備につい

て 

 

 

 

 

 

 

２ 指定管理者

制度の運用に

ついて 

２ 指定管理者

制度の運用に

ついて 

 

 

 

 

 

３ 災害時の情

報伝達等につ

いて 

 

 

 

 

４ ＳＤＧｓに

ついて 

 

 

(1) 子育て部の役割について 

ア 令和５年４月に子ども家庭庁が発足することで、国においての子育て政

策の充実が期待されるとともに、松江市の子育て政策の充実も同様に期待

している。それにともない、子育て部の役割も今後大きくなると思うが、

事務分掌の改定や、部署名の変更について、どのように考えているのか市

の考えを伺う。 

(2) 公共施設の入場料について 

ア 屋内の遊び場確保や、子どもの教育機会充実の観点などから、また、こ

こに生まれてよかった、ここで育ててよかったと感じられる松江をつくる

ことを目指すためにも、松江市の公共施設の子どもの入場料を無償化する

などの対応が有効であると思うが、市の考えを伺う。 

 

(1) 指定管理者制度の適切な運用について 

ア 指定管理者制度のメリットについて伺う。 

 

イ 指定管理者制度のメリットを最大限発揮するためには、適正な市場原理

を働かせることが重要だと思うが、市の考えを伺う。 

(2) 指定管理者制度における市の外郭団体の役割について 

ア 外郭団体が指定管理者制度を受けるメリットについて伺う。 

(3) 障がい者就労施設等の優先的な指定について 

ア 指定管理者制度において、優先的に指定した実績があるか、またその必

要性について伺う。 

 

(1) 昨年７、８月に松江市で発生した水害の教訓について 

ア 市民への情報伝達について上手く機能したか、市の評価や課題を伺う。 

イ その評価や課題に対する解決策について伺う。 

ウ 災害発生情報及び、災害復旧の要望等、市民からの情報収集について、

市の評価や課題を伺う。 

  エ その評価や課題に対する解決策について伺う。 

 

(1) レジ袋有料化の意義について 

  ア レジ袋が有料化され、どのような変化や効果があったのか伺う。 

イ 市指定ごみ袋をレジ袋として販売することについて、市の考えを伺う。 
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順序 ６ 議員名  河内 大輔 （個人質問）（一問一答方式） 質問日（予定）  ９月１３日 

質問項目 質問要旨 

５ 文化財建築

物を守り育て

ることについ

て 

(1) 美保関地区の重要伝統的建造物群保存地区選定に向けた取組について 

  ア 進捗状況及び今後のスケジュールについて伺う。 

 イ 選定においての重要な要素は何か伺う。 

(2) 文化財建築物等を守り育てるための専門職員育成について 

  ア 一般建築物や公共建築物を扱う建築技師と、文化財建築物や歴史的建造

物を扱う建築技師との役割の違いについて伺う。 

イ 文化財建築物や歴史的建造物の専門的知識を有した建築技師の必要性に

ついて伺う。 

ウ 文化財建築物や歴史的建造物の専門的知識を有した建築技師の育成及

び、組織の拡充再編成による、複数人の専属的な配置が必要だと思うが、

市の考えを伺う。 

 

 

順序 ７ 議員名 中村 ひかり （個人質問）（一問一答方式） 質問日（予定）  ９月１３日 

質問項目 質問要旨 

１ 公共工事の

不調対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

２ アプリぎゅ

っと松江につ

いて 

 

 

 

３ 不登校の支

援について 

 

(1) 入札に対し不調が多い原因について市の見解を伺う。 

(2) 技術者の配置要件を緩和してみてはいかがか。 

(3) 地域の他機関との調整がなされているのか伺う。 

(4) 積算は施工条件や工事の規模、最低ロットを鑑みているのかを伺う。 

(5) 松江市でもスライド条項の条項の運用についての変更が早急に必要ではな

いか伺う。 

(6) 安心・安全な社会資本の提供が遅れる、できない現状について市長の見解

を伺う。 

 

(1) アプリの目的を伺う。 

(2) アクセス数と管理運営費を伺う。 

(3) 事業の目的を遂行できているのか見解を伺う。 

(4) アプリの配信サービス終了も含め、目的のための手段を変えることを検討

してみてはいかがか。 

 

(1) 不登校児童に対する成績のつけ方と、指導要録上の出席扱いとなるケース

について現状を伺う。 
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順序 ７ 議員名 中村 ひかり （個人質問）（一問一答方式） 質問日（予定）  ９月１３日 

質問項目 質問要旨 

３ 不登校の支

援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 連絡網アプ

リ活用につい

て 

 

 

 

 

５ 待機児童問

題について 

 

 

 

６ 政治参加促

進について 

 

(2) 青少年相談室や青少年支援センターへの送迎が保護者の負担となるために

利用が進まないと考えられるが、バスの割引など通所の支援を検討してみて

はいかがか。 

(3) 指導要録上の出席扱いについて教育委員会として一定の基準を作成し、不

登校児童の学習履歴を把握することに努めるべきだと考えるが、市の見解を

伺う。 

(4) 学習意欲のある子どものために、民間オンライン教材の活用による自宅学

習支援について研究し、市として新たな成績のつけ方を構築してみてはいか

がか。 

 

(1) 豪雨災害や新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、学校と保護者の従来

の連絡手段に課題がなかったか伺う。 

(2) 近隣の自治体が導入しているアプリ「さくら連絡網」を市立学校に導入し

た場合のコストを伺う。 

(3) 子育て世帯の負担軽減と感染症リスク軽減を目的に、教育委員会として連

絡網アプリを導入してみてはいかがか。 

 

(1) 市の待機児童の現状について伺う。 

(2) 兄弟姉妹が違う保育所に入所している子育て世帯数を伺う。 

(3) 待機児童の定義にはあてはまらないケースであっても、通園通所に負担が

大きい家庭は多い。市として今後どのような支援ができるか見解を伺う。 

 

(1) 近年の投票率について市の見解を伺う。 

(2) 若者に当事者意識を促し、投票率を上げる目的として、18 歳を迎える市民

に対して選挙パスポートを検討してみてはいかがか。 

(3) 市民会議や女性議会、また人材育成の講座など政治参画を進めるための新

たな取組が必要だと考えるが、市の見解を伺う。 
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順序 ８ 議員名 米田 ときこ （個人質問）（一問一答方式） 質問日（予定）  ９月１３日 

質問項目 質問要旨 

１ 不妊治療費

助成事業等に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

２ 産後ケア事

業等について 

 

 

 

 

 

 

 

２ 産後ケア事

業等について 

 

 

 

 

 

３ 災害時（新

型コロナウイ

ルス感染症対

策を含む）に

おける体制整

備について 

 

 

(1) 国の制度改正により特定不妊治療が令和４年４月から保険適用となり公費

助成制度が拡充された。今までの一般・特定不妊治療費助成事業の効果につ

いてどのように評価しているのか伺う。併せて令和元年度から令和３年度ま

での利用状況及び出生者数に占める割合もわかる範囲で伺う。 

(2) 国は、不妊症、不育症ピアサポーター育成を推進しているが、松江市とし

て職能団体等と連携したピアサポーターの育成及びこども家庭センター等に

ピアサポーターによる相談・支援の場を設ける考えはないか伺う。 

(3) 不妊治療を行うには周囲の理解や職場の休暇取得に左右される。市として

今後どのような方策で事業を啓発し、両立支援に取り組んでいく考えか伺う。 

 

(1) 産後ケア事業を拡充し、デイサービス型、訪問型、宿泊型となったが、利

用の反応や利用状況をそれぞれ伺う。 

(2) 現在利用上限が７日間であるがこれを延長し、例えば 14日間程度にする考

えはないか伺う。 

(3) 利用対象者は、お母さんの体調や育児に対する強い不安があり相談支援が

必要な人や、家族からの支援が得にくい人などとなっている。事業の趣旨で

ある「少しでも安心して子育てができるようにするための事業」として対象

者を限定しすぎではないか。もっと緩い予防策として、対象者を緩和する考

えがないか伺う。 

(4) 子育て短期支援事業として、令和３年 11月から、預かり先に里親が追加さ

れたが、里親の登録件数とその効果についてどのように感じているのか伺う。 

(5) コロナ禍により児童養護施設の利用が難しい。里親等の個人会員を増やす

ための方策をどのように進める考えか伺う。 

(6) 第２期松江市子ども・子育て支援事業計画が中間見直しの時期であるが、

現時点でどのような項目を検討・追加する考えか伺う。 

 

(1) 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、市は全庁での取組体制とした。

しかし、９月からは台風のシーズンを迎え、もともと配置人数の少ない支所

等の体制がより人員不足になっているが、災害等が発生した際に即対応可能

な体制にあるのか伺う。 

(2) ６月議会の質問で、保健所業務の一部を外部委託や人材確保として任期付

職員を相当数採用するとのことであったが、その進捗状況はいかがか伺う。 

(3) 委託・雇用により職員の長時間勤務がどの程度減少したのか伺う。 

(4) 感染者等の市民への対応時間等がどのように改善する見込みか伺う。 
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順序 ８ 議員名 米田 ときこ （個人質問）（一問一答方式） 質問日（予定）  ９月１３日 

質問項目 質問要旨 

３ 災害時（新

型コロナウイ

ルス感染症対

策を含む）に

おける体制整

備について 

 

 

(5) ６月下旬からの新型コロナウイルス感染症の拡大により、保育施設や高齢

者施設等では職員の感染もあり、施設自体が崩壊しかねない状況もあった。

保健所の業務としてＤＭＡＴは感染拡大防止等を図るためにぜひ設置してい

ただき、市内の施設へスピードをもって対応することこそ松江市が中核市に

こだわり、認可を受けたことを市民に理解してもらえる機会になる。中核市

には保健所設置が必須であったことから、保健所機能として、ＤＭＡＴを編

成し感染症の最前線で市民に対面支援をすることこそ市民に保健所の必要

性・重要性を理解してもらえる機会と考えるが、市長の考えを伺う。 

 

 

順序 ９ 議員名 太田 哲 （個人質問）（一問一答方式） 質問日（予定）  ９月１３日 

質問項目 質問要旨 

１ ネーミング

ライツについ

て 

 

 

 

１ ネーミング

ライツについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

２ 河川の雑草

の除去につい

て 

 

 

(1) (公財)島根県体育協会は今年の４月から名称を(公財)島根県スポーツ協会

に変更した。体育は学校体育をイメージするため今後、(公財)松江体育協会

も名称を変更すると聞いている。この機会を捉えて松江市総合体育館の名称

を変更してはどうか伺う。 

 

 

(2) 松江市総合体育館のネーミングライツは昨年 12月定例会の森脇勇人議員の

質問に対して、『複数の企業にネーミングライツに対してアンケート調査を行

い、興味を持たれた企業と話をしたが実現に至らなかった』と答弁された。

実現に至らなかった理由は何なのか具体的に伺う。例えば契約金額が折り合

わなかったのか伺う。 

(3) 松江市には松江市総合体育館をはじめ整備をされている松江総合運動公

園、改修が始まった松江市総合文化センター、さらに中海スポーツパークな

ど候補となる施設は多数あると思う。来年度からでもネーミングライツを導

入すべきと考えるが上定市長の見解を伺う。 

 

(1) 河川敷や川底の清掃作業など来年度の土木要望として提出しなければなら

ないのか伺う。 

(2) 北田川の河川敷沿いは雑草が多い。一級河川であり県の管理河川であるが、

県と市の役割分担はどのようになっているのか伺う。 
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順序 ９ 議員名 太田 哲 （個人質問）（一問一答方式） 質問日（予定）  ９月１３日 

質問項目 質問要旨 

２ 河川の雑草

の除去につい

て 

 

３ マイナンバ

ーカードにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

４ ＳＤＧｓ未

来都市につい

て 

 

 

 

 

(3)  清掃作業の計画をデータベース化していけば、地域の町内会長などから連

絡がなくても効率的に河川の治水、環境美化は保てると思うが見解を伺う。 

 

 

(1) 現在の松江市におけるマイナンバーカードの普及状況を年代別に伺う。 

(2) 全国的にマイナンバーカードの普及率が 50％程度である中で、申請が９月

末を過ぎるとマイナポイントがつかない事は未申請者にとって残念である。

申請方法や周知の方法など工夫の仕方があったと考える。今後、延長が必要

と思うが見解を伺う。 

(3) 松江市として今後、新たにマイナンバーカードの交付促進策を考えている

のか伺う。 

(4) 年度末までの市としてマイナンバーカードの普及目標を伺う。 

 

(1) 令和４年度松江市一般会計補正予算 (第３号)の中で『ＳＤＧｓ未来都市』

に向けて省エネ対策により持続可能な経営を目指す事業者を支援すると説明

があった。松江市として省エネ対策の取組を主として『ＳＤＧｓ未来都市』

を目指すのか伺う。 

(2) 松江市の目指す『ＳＤＧｓ未来都市』の重点施策はどのような内容を考え

ているのか伺う。 

(3) 『ＳＤＧｓ未来都市』の申請の目標はいつ頃を目指すのか伺う。 

 

 

順序 １０ 議員名 村松 りえ （個人質問）（一問一答方式） 質問日（予定）  ９月１３日 

質問項目 質問要旨 

１ ＭＡＴＳＵ

Ｅ起業エコシ

ステムについ

て 

 

 

 

 

 

(1) ＭＡＴＳＵＥ起業エコシステムの詳細、現在の進捗状況、これから目指す

展開について伺う。 

(2) 県内外に向けてＰＲすることが必要だと思うが、現在行っている取組、将

来的に考えている取組について伺う。 

(3) 起業家精神を養うこと、そして将来の仕事として起業という選択肢がある

こと、これらについて教育を通じて学ぶことが大切であるが、現在行ってい

る取組と将来的にどのような教育を目指しているのかについて伺う。 

(4) 起業した方への税制優遇措置について伺う。 

(5) 島根県の行っている既存の起業家支援政策との兼ね合いについて伺う。 
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順序 １０ 議員名 村松 りえ （個人質問）（一問一答方式） 質問日（予定）  ９月１３日 

質問項目 質問要旨 

２ 松江市の子

育て環境の充

実について 

 

 

 

３ 松江総合運

動公園のＴＮ

Ｒ活動につい

て 

 

 

 

 

 

(1) 未就学児が遊べる遊具を公園に新設する予定があるのか伺う。無いのであ

れば検討し、設置することが可能であるのか伺う。 

(2) 屋内で子どもが遊べる場所、雨の日でも家族で外出できる場所の充実につ

いて、考えを伺う。 

(3) 動物と触れ合える場所の新設について、考えを伺う。 

 

(1) 野良猫が一代限りの命を全うし、最終的には野良猫が居なくなるようにす

るためのＴＮＲ活動が運動公園で行われるようになった経緯について伺う。 

(2) ＴＮＲ活動により猫を不妊手術した後、公園に戻された猫はトータルで何

匹か伺う。その猫が公園内で今は何匹になっているのか伺う。 

(3) 公園に設置された猫のための箱は何個あるのか伺う。 

(4) 猫のための箱の設置や囲い・小屋を作るに際し、市にあらかじめ申出があ

ったのか伺う。 

(5) このような状況になっていることを、市はいつの時点で把握したのか伺う。 

(6) 運動公園でのＴＮＲ活動のルール作りに着手するのか伺う。 

 

 

順序 １１ 議員名 海德 邦彦 （個人質問）（一問一答方式） 質問日（予定）  ９月１３日 

質問項目 質問要旨 

１ 海岸のごみ

について 

 

 

 

２ 男子トイレ

のサニタリー

ボックス設置

について 

 

 

３ 認知症対策

について 

 

(1) 各地域の海水浴場の清掃状況について伺う。 

(2) 島根町・鹿島町・美保関町の各支所の公用車や、コミュニティバス車両等

の側面に「ごみを持ち帰りましょう」等のステッカーを貼り、走行しながら、

注意喚起を促すことも有効かと思うが、見解を伺う。 

 

(1) 松江市役所本庁・支所・市の公共施設の男子トイレにサニタリーボックス

（汚物入れ）の設置状況を伺う。 

(2) 松江市において、市役所本庁舎や支所、市の公共施設の男子トイレに、サ

ニタリーボックスを早急に設置し、安心して利用できる環境を整えるべきと

考えるが、見解を伺う。 

 

(1) 松江市の高齢者（65歳以上）は、現時点で何名いるのか、また、2025年（令

和７年）には、何名まで増えると推計しているのか伺う。 
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順序 １１ 議員名 海德 邦彦 （個人質問）（一問一答方式） 質問日（予定）  ９月１３日 

質問項目 質問要旨 

３ 認知症対策

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ パートナー

シップ（宣誓）

制度導入につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 松江市において、現時点で、認知症の方は何名いるのか、また、2025年（令

和７年）には、認知症の方は何名で、軽度認知障害（ＭＣＩ）の方は何名に

なると推計しているのか伺う。 

(3) 認知症の前段階と言われる軽度認知障害（ＭＣＩ）とは、どのような症状

で、どのようなことを行えば認知症の予防につながるのか伺う。 

(4) 家族や身近な人が認知症かもと思ったとき、どのようなところに相談すべ

きなのか、松江市の認知症への支援体制について伺う。 

(5) 松江市において、市民の皆様に認知症の正しい理解をしてもらうための啓

発活動の現状と 2025年に向けての対策について伺う。 

(6) 松江市においても「おかえりＱＲコード」を導入し、認知症の人とその家

族が安心して暮らせる街を目指すべきと考えるが、見解を伺う。 

 

(1) 市民の方より、ＬＧＢＴＱ（性的マイノリティー）の事や、パートナーシ

ップ制度についての問い合わせがあったか伺う。 

(2) 各自治体が制度を導入しているパートナーシップ制度とは、どのようなも

のか伺う。 

(3) パートナーシップ制度の課題について伺う。 

(4) ＬＧＢＴＱ（性的マイノリティー）の方やパートナーシップ制度への、市

民の皆様への周知と理解が重要と考えるが、松江市の取組について伺う。 

(5) 松江市総合計画 基本目標Ⅱひとづくり ７共生社会・地域コミュニティ

の中に 松江市民のモットーは、「寛容」とある。国籍・年齢・性別や、性自

認、障がいの有無などにかかわらず、多様性が尊重され、自分らしく過ごせ

る松江を目指すべく、パートナーシップ制度を導入すべきと考えるが、見解

を伺う。 

 


